
［成果情報名］トラクタ搭載型 GPS 作業支援システムで大規模草地での肥料散布作業精度が

向上し作業時間は短縮できる 

［要約］トラクタ搭載型 GPS 作業支援システムを利用することで、公共牧場等大規模草

地における肥料散布作業の散布ムラおよびばらつきが低減され、また、特に見通しの利

かない波丘地においては作業時間が 70％程度まで短縮される。 
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［背景・ねらい］ 

公共牧場等大規模かつ起伏に富む草地の施肥作業では、作業幅の広い機械を用いた肥

料散布に当り作業員の目測および経験等を頼りに作業が行われることが多く、散布ムラ

が生じるなどの問題がある。また、見通しの利かない波丘地では作業途中においてその

進捗状況が把握できないことから、肥料の吐出量を減じて多回周回作業により対応する

場合が多く、このため作業時間が長くなる問題がある。  
 そこで、トラクタ搭載型 GPS 作業支援システム (以下｢トラクタ GPS｣)を活用すること

で、これらの散布ムラを低減し、作業時間を短縮する。  
  
 
[成果の内容･特徴] 

１．トラクタ GPS は、全地球測位システム (Global Positioning System)を活用したトラ

クタ位置情報の取得により、モニタ画面で作業幅の軌跡を表示すると同時に次の走行

予定位置･方向が指示されるシステムである (写真 )。  
２．草地施肥作業においてトラクタ GPS を利用することで、利用しない場合の肥料散

布の作業重複率約 40%および散布漏れ 3%に対し、それぞれ約 16%および 1%以下に

低減される。また、そのばらつきも著しく抑制される(図 1)。  
３． 波丘地のように見通しが利かず、トラクタタイヤ跡等作業の軌跡が見え難い圃場で

は、トラクタ GPS の活用により作業進捗状況を確認しながら肥料散布作業を行うこ

とで作業距離が短くなり、作業時間は 68.2%に低減される (図 2、3)。  
４．トラクタ GPS 使用による肥料散布時の作業速度には影響がない (図表省略)。  
  
 
[成果の活用面･留意事項] 

１．本研究では Nikon-Trimble 社製「EZ-Guide250」および AG15 アンテナを供試した。  
２．肥料の散布機械はブロードキャスタ (2 スピナ直装式：作業幅 22.5m(実測平均値 ))

を用いた。  
３．草地外周部に防風林等の障害物がある場合、GPS 精度が低下することがある。  
４．障害物または圃場条件から、トラクタ GPS の指示通りに走行できない場合は、当

該システムはあくまで補助的利用に留めること。  
５．重複面積および移動距離は、トラクタ GPS の shp.データを dxf.データに変換し、

CAD プログラム (JW_CAD Ver.7.03)を用いて解析を行った。  
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図３ 波丘地における肥料の散布ムラ発生状況例(左：GPS なし、右：GPS 使用時) 

※凡例 ()内数値は重複面積率または散布漏れ面積率を示す。  

※※草地面積 5.9ha,圃場最下地点から最上部までの平均傾斜角 12°,最大傾斜角 15°,作業員同一  

※供試圃場数 n=各 5、作業員数 4 名、平均圃場面積 5.2ha（ min.1.05～ max.8.3ha）、肥料散布量 300kg/ha(現物 ) 

※※作業時間は肥料の積載等に要した空走時間等を除外した正味作業時間とした。  

注 )波丘地は、供試圃場のうち平均傾斜度 8°程度で最小２°から最大 15°までの起伏に富み、見通しのきかない圃場を抽出した  

（従来方式 3,GPS 使用区 4 圃場）。  

 

作業重複

39.8

16.1

0

20

40

60

80

従来方式 GPS使用

（
％

）

散布漏れ

3.2
0.6

0

2

4

6

8

10

従来方式 GPS使用

図１　肥料散布時における重複および散布漏れ面積率の比較
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図２　波丘地注）における作業距離および時間の比較
**：ｐ＜0.01，バーは標準偏差
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